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　この地域には四谷樋門があるが、令和元年東日本台風
の時は開閉しなかった。本来どうすべきだったのか。
　また、大丸用水堰を改築して石原水位観測所の水位が
下がるとしても、堰より上流の水位には関係ないのでは
ないか。

（京浜河川事務所）
　樋門については、東京都が管理している。東京都に確
認しないと分からないが、河川の水位の操作規則に沿っ
て開閉を操作することになると思う。
　一般的に堰など、断面を阻害する構造物があると、そ
の上流側の水位が上昇する。大丸用水堰の改築と土砂の
掘削によって、堰の上流側の水位を下げる効果がある。

　樹木の伐採について、大丸用水堰より上流の樹木を伐
採する予定はないのか。

（京浜河川事務所）
　緊急治水対策プロジェクトでの河道掘削、樹木伐採に
ついては、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対し
て、水位を低下させ、多摩川の氾濫を防水するために必
要箇所について実施することとしている。
　なお、現地確認の結果、河川管理上必要な場合には、
河道掘削や樹木伐採等を実施する予定である。

　工事中は、氾濫のリスクは増えないのか。 （京浜河川事務所）
　台風や梅雨時期を避けた、洪水のリスクが少ない非出
水期に工事を実施している。また、台風時期などの出水
期に工事を行う場合は、氾濫リスクの増加に影響しない
ものを実施している。

　河川の改修工事を実施したら、ハザードマップの見直
しはあるのか。

（京浜河川事務所）
　想定最大規模が大きいので、現段階では見直しの予定
はない。

　堤防の強化はしないのか。 （京浜河川事務所）
　緊急治水対策プロジェクトでは令和元年東日本台風と
同規模の洪水に対して、水位を低下させ、多摩川の氾濫
を防水するため、河道掘削・堰の改築・堤防整備を進め
ている。堤防の補強も含め、通常の河川整備については
継続的に実施していく。

　河道掘削工事は終了したのか。他自治体では河川の中
州も削っていた。府中市においても中洲を削った方がい
いのでは。

（京浜河川事務所）
　河道掘削工事は、現在実施中である。府中市の区間に
ついても掘削を予定している。

　河道掘削を行っている箇所の地盤の変化などは確認し
ているのか。

（京浜河川事務所）
　川底の土質が大きく異なる場合は確認している。

プロジェクト全体の期間が令和６年までとなっている
が、河道掘削などは、それ以降も継続して実施するもの
と思っていた。

（京浜河川事務所）
　緊急治水プロジェクトとしての河道掘削は、令和６年
度までを予定している。

対岸の稲城側と堤防の高さが違うように見える。ま
た、稲城側は樹木が茂っていて不安である。環境面で樹
木伐採が難しいのかもしれないが、もう少し手入れをし
てほしい。

（京浜河川事務所）
　堤防については、計画の高さを確保するよう整備を
行っている。樹木については、ご意見としてお伺いして
おく。

堰の付近では１．５ｍの水位低下効果があるとの事だ
が、もっと下げることが可能なのか。

（京浜河川事務所）
緊急治水対策プロジェクトは、令和元年東日本台風と同
規模の洪水に対して、水位を低下させ、多摩川の氾濫を
防水するため、河道掘削・堰の改築・堤防整備を実施し
ている。

洪水シミュレーションのようなものは見ることはでき
ないのか。

（京浜河川事務所）
　分かりやすく住民に地域のリスクを周知する方法を検
討していく。

　令和元年東日本台風では、近くの避難所が満員になっ
てしまい、入れない人がいた。東日本台風以降、どのよ
うな対応になっているか。

（府中市）
　市では令和元年東日本台風の教訓を踏まえ、避難所に
収容できるスペースを拡張したほか、要配慮者専用の避
難所や車両で避難できる避難所、ペット同伴で避難でき
る避難所など、避難者のニーズに応じて避難できる施設
を設定した。
　現在、全戸配布している府中市水害ハザードマップ改
訂版でもマップ上に避難所の分類を表記しているので、
是非確認しておいていただきたい。

 一般の人にも分かるような告知等はあるか。 　緊急治水対策プロジェクトについては、京浜河川事務
所ＨＰに掲載している。また、京浜河川事務所で実施中
の工事の情報についてもＨＰに掲載している。

7月5日 四谷

7月26日 押立
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関戸橋の工事が休止しているが、中州のようなものが
残っている。大雨時に流されるのでは。

（京浜河川事務所）
　東京都が長期に渡り実施している工事で、出水期は工
事を休止している。休止期間中に、出水に対して大きな
影響が出ないよう指導している。
　なお、当該工事では、外部から土砂は運び入れていな
い。

府中市から狛江市まで河道掘削をしているとの事だ
が、水位低下効果はどのぐらいなのか。

（京浜河川事務所）
　大丸用水堰付近で、令和元年東日本台風の実績水位に
対して１．５ｍの水位低下を見込んでいる。

河川の洪水のみではなく、内水氾濫の起こる可能性も
あるのではないか。

（府中市）
　内水氾濫マップについては、現在全戸配布している水
害ハザードマップに掲載しており、住吉文化センター圏
域は内水氾濫が起こる可能性のある地域なので確認して
おいてほしい。

　令和元年東日本台風の際は、２日間流域平均雨量が４
９０ｍｍであったとのことだが、浸水想定区域（計画規
模降雨）は２日間４５７ｍｍとなっている。計画規模降
雨以上の雨が降ったという事か。また、この想定は何年
に１度程度の降雨なのか。

（京浜河川事務所）
　令和元年東日本台風の際は、計画規模降雨以上の雨が
降った。雨の降り方によっても河川の水位が変わってく
るが、大丸用水堰付近の河川水位は堤防の計画高水位を
超え、堤防決壊の危険性があった。計画規模の降雨は約
２００年に１度を想定しており、想定最大規模降雨は、
５００年～１０００年に１度を想定している。

資料の８ページの想定最大規模降雨は、２日間５８８
ｍｍとなっているが、令和元年東日本台風の際は、多摩
川上流では２日間で６００ｍｍ降っている。雨量が１０
０ｍｍ増えた場合、どの程度浸水するか計算はしている
のか。

（京浜河川事務所）
　想定最大規模降雨以上の降雨については計算していな
い。また、５８８ｍｍは流域平均雨量であり、令和元年
東日本台風の流域平均雨量４９０ｍｍとの比較になる。

　小河内ダムの放流なども考慮したうえでの浸水想定な
のか。

（京浜河川事務所）
　小河内ダムは利水ダムであるため浸水想定において
は、ダムに入ってくる水量をそのまま下流側に流すこと
としている。

　近年の気候変動の影響により、過去のデータは使えな
いと思う。気候変動などの影響を考慮した今後の予測な
どは研究しているのか。

（京浜河川事務所）
　今後、過去の実績に基づく計画から、気候変動による
降雨量の増加などを考慮した計画への見直しを予定して
いる。今回の工事は、令和元年東日本台風を受け、緊急
的に行っているものである。

　プロジェクトによる工事が実施されていますが、多摩
川の中州とかに土砂が溜まり、そこには樹木も育ち、川
の流れも悪いように思う。大量の大雨時にその土砂の丘
が問題になるように思えるが、その土砂や樹木を取り除
く工事の予定はあるのか。

　緊急治水対策プロジェクトでの河道掘削、樹木伐採に
ついては、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対し
て、水位を低下させ、多摩川の氾濫を防水するために必
要箇所について実施することとしている。
　なお、現地確認の結果、河川管理上必要な場合には、
河道掘削や樹木伐採等を実施する予定。

　大丸用水堰の工事について、工事後にまた土砂が溜
まっていくと思うが、どの段階で掘削するのか。

（京浜河川事務所）
　工事によって、土砂が溜まりづらくはなる。概ね５年
に１度測量をするので、必要に応じて掘削していく。

　計画高水位を越えているが、多摩川が氾濫しなかった
要因は何か。

（京浜河川事務所）
　堤防の設計上は担保されていないが、余裕高の範囲
で、何とか持ちこたえられた。堤防の計画高水位を超え
たため、決壊してもおかしくない状況であった。

　大丸用水堰の断面を掘削すると、流下速度が上がるの
ではないか。また、流下速度が上がると、下流の平坦な
場所で水がたまるのではないか。下流も掘削するなど何
か対策を講じるのか。

（京浜河川事務所）
　河川の勾配を計算しながら掘削していく。また、大丸
用水堰だけでなく、川幅が狭いところの断面を削ったり
しながら水位を下げていく。

　多摩川の水位を見る際、下流の石原水位観測所が基準
となっているが、上流の日野や浅川等も見た方が良いの
か。

（京浜河川事務所）
 上流は調布橋水位観測所、浅川は浅川橋水位観測所
が、河川の増水や氾濫などに対する住民の避難行動の参
考となる、洪水予報の基準点となっている。また、水防
活動等を行う上では、日野橋水位観測所等の水位も注視
しながら実施している。

　郷土の森体育館の前に、農業用水や排水路があるが、
内水氾濫について教えてほしい。

（府中市）
 内水氾濫マップについては、全戸配布している水害ハ
ザードマップに掲載しているので確認をお願いしたい。

　砂利を掘って、それをまた戻していたが、何をやって
いるのか。 （京浜河川事務所）

　河川敷を掘って、その掘った土砂を活用しつつ、水路
を作っている。水路、帯工を作って、用水施設が完成す
れば、大丸用水堰を作り直す計画になっている。

　大丸用水堰の改築スケジュールを教えてほしい。 （京浜河川事務所）
　令和６年度末を目途に終了予定。ホームページ等でお
知らせしながら、進めていく。

　ダムの放流の対応を教えてほしい。 （京浜河川事務所）
　小河内ダムは利水ダムであり、洪水調節用のダムでは
ない。しかし、小河内ダムと治水協定を結んでおり、台
風が来る前に放流をして、大雨時に貯水量を増やすこと
で、一時的に治水のための容量を確保し、洪水調節機能
強化を推進している。

8月7日 是政

住吉8月4日


